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Dalian Representative O�ce　　
最
近
の
中
国
経
済
は
、過
剰
生
産
の
調
整
期
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
経
済
指
標
の
中
で
も
、

中
国
経
済
に
内
在
す
る
、他
の
先
進
国
経
済
と
比

較
し
て
特
異
性
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、中
国

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
個
人
消
費
の
割
合
が
あ
り
ま

す
。2
0
1
4
年
の
実
績
で
は
約
37
％
で
す
が
、

他
の
先
進
国
で
は
、ア
メ
リ
カ
が
約
7
割
、日
本
が

約
6
割
で
す
。中
国
も
1
9
9
0
年
頃
は
約
5

割
の
水
準
だ
っ
た
も
の
が
、そ
の
後
の
高
度
経
済

成
長
の
中
で
、徐
々
に
割
合
が
低
下
し
、他
方
で

増
加
し
た
の
が
、固
定
資
本
投
資（
建
設
、設
備
投

等
）の
割
合
で
す
。特
に
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
約
4
兆
元
の
経
済
対
策
以
降
は

約
39
％
か
ら
約
45
％
に
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の

結
果
か
ら
も
、建
設
に
お
け
る
過
剰
投
資
、設
備

投
資
の
過
剰
を
判
断
す
る
一
つ
の
基
準
と
な
り

得
ま
す
。

　
中
国
で
は
、過
剰
な
生
産
能
力
が
深
刻
化
す
る

一
方
、中
高
所
得
者
向
け
に
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

「
商
品
」「
サ
ー
ビ
ス
」が
提
供
で
き
て
い
な
い
点
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
11
月
の
中
央
財
経
領
導
小
組
会

議
で
、習
近
平
主
席
が「
供
給
側
構
造
改
革
」に

言
及
し
、「
総
需
要
を
適
度
に
拡
大
さ
せ
る
と
同

時
に
、供
給
体
系
の
質
と
効
率
を
引
上
げ
、経
済

の
持
続
的
な
成
長
力
を
増
強
さ
せ
る
」と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
、自
動
車
産
業
で
は
、外
資
企
業（
ト
ヨ

タ・Ｂ
Ｍ
Ｗ
等
）は
、中
国
国
内
向
け
販
売
台
数
を

大
き
く
伸
ば
す
一
方
、国
内
系
企
業（
奇
瑞
・
吉

利
等
）の
販
売
台
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、訪
日
中
国
人
観
光
客
の
爆
買
い
も
、関
税
等

の
議
論
を
除
い
た
本
質
的
な
点
で
、日
本
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス
が
自
国
の
も
の
よ
り
高
品
質
だ
と

中
国
国
民
が
感
じ
る
事
で
生
じ
る
現
象
と
も
言

え
ま
す
。

　
大
連
は
、1
9
8
4
年
に
沿
岸
開
放
都
市
に

指
定
さ
れ
、外
資
系
企
業
が
進
出
し
て
き
ま
し

た
。特
に
、地
理
的
・
歴
史
的
に
も
近
い
日
本
企
業

へ
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、多
く
の
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
れ
に
伴
い
、日
本
語
を
勉
強
す
る
中
国

人
学
生
も
多
く
、日
本
語
人
材
が
豊
富
な
都
市

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
、日
本
企
業

向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
環
境
は
整
備
さ
れ
て

お
り
、通
訳
、日
本
語
可
能
な
会
計・弁
護
士
事
務

所
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
も
多
く
、中
国
の
他

都
市
と
比
較
し
て
言
語
面・ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
い
の
が
大
連
の
特
徴
で
す
。

　
そ
の
中
、大
連
を
含
む
遼
寧
省
の
2
0
1
5

年
第
一
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
率
は
中
国
で
最

下
位
で
す
。こ
れ
は
、遼
寧
省
を
含
む
中
国
東
北

部
が
重
厚
長
大
か
つ
国
有
企
業
主
体
の
産
業
構

造
で
あ
る
た
め
、市
場
経
済
化
の
流
れ
に
対
応
で

き
ず
、「
三
期
畳
加
」（
経
済
成
長
率
の
鈍
化
期
、

構
造
調
整
期
、優
遇
政
策
等
の
消
化
期
の
三
つ
の

時
期
）を
背
景
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉄
鋼
の
生

産
能
力
が
過
剰
な
従
来
型
製
造
業
と
重
化
学
工

業
が
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
下
方
圧
力
を
も
た
ら
し
た
原
因

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、高
付
加
価
値
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

の
構
造
転
換
を
図
り
、中
国
国
内
販
売
に
お
け
る

シ
ェ
ア
拡
大
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、経
済
状
況

の
好
転
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。事
実
、現
在
で

も
業
績
を
着
実
に
伸
ば
し
て
い
る
日
本
企
業
の

大
連
現
地
法
人
の
話
題
も
良
く
耳
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
大
連
市
政
府
主
導
に
よ
り
、2
0
1
0
年
8

月
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
向
け
に
自

動
車
部
品
産
業
園
を
設
立
し
ま
し
た
。現
在
、国

内
系
で
は
奇
瑞
汽
車
、Ｂ
Ｙ
Ｄ
汽
車
等
、外
資
系

で
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社（
中
国
の
第
一
汽
車

と
合
弁
）、日
産
自
動
車（
中
国
の
東
風
汽
車
と

合
弁
）等
が
進
出
し
、こ
こ
1
年
ほ
ど
で
自
動
車

関
連
企
業
が
1
0
0
社
以
上
進
出
し
て
い
ま
す
。

第
一
財
経
日
報
社
に
よ
る
と
、日
産
自
動
車
は
高

級
ブ
ラ
ン
ド「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
」を
中
国
国
内
向

け
に
生
産
す
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
直
近
で
は
、2
0
1
6
年
2
月
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

が
中
国
遼
無
二
電
器
有
限
公
司（
大
連
市
）と
車

載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
の
合
弁
会
社
を

設
立
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。2
0
1
7
年
か
ら

中
国
国
内
向
け
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
を

始
め
る
予
定
で
す
。

　
中
国
で
は
、改
革
開
放
後
の
高
度
経
済
成
長
を

背
景
に
、自
動
車
の
保
有
量
が
急
速
に
増
加
し
て

い
ま
す
。大
連
市
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、大
連
市

全
体
の
車
両
保
有
台
数
は
2
0
1
2
年
約

1
1
0
万
台
、2
0
1
3
年
約
1
2
0
万
台
、

2
0
1
4
年
約
1
4
0
万
台
と
増
加
基
調
が
継

続
中
で
す
。更
に
、大
連
は
駐
車
場
が
極
端
に
少

な
く
、路
上
駐
車
が
常
態
化
し
て
い
る
中
心
部
で

は
、年
々
渋
滞
の
度
合
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
連
市
は
2
0
1
5
年
6
月
、「
大
連
人
民
政

府
の
パ
ー
キ
ン
グ
業
界
発
展
実
施
に
つ
い
て
の
意

見
」を
発
表
し
ま
し
た
。そ
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
、大
型
駐
車
場（
4
0
0
台
以
上
）約
1
0
0

箇
所
を
含
む
、約
4
0
0
箇
所
の
立
体
駐
車
場

建
設
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、2
0
1
6
年
以
降
建

設
す
る
計
画
で
す
。

　
地
下
鉄
や
高
速
鉄
道
の
建
設
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。地
下
鉄
は
、大
連
空
港
、大
連
駅
、高

速
鉄
道
の
大
連
北
駅
等
を
結
ぶ
2
路
線
が
ほ
ぼ

開
通（
運
行
中
）し
、大
連
市
の
計
画
で
は
7
号
線

ま
で
建
設
予
定
で
す
。高
速
鉄
道
は
、大
連
か
ら

中
国
東
北
部
の
交
通
の
要
所
で
あ
る
瀋
陽（
大
連

か
ら
北
に
約
4
0
0
㎞
）ま
で
、最
速
1
時
間
半

で
結
ん
で
い
ま
す
。従
来
の
特
急
電
車
は
約
4
時

間
費
や
し
て
い
た
事
を
考
え
る
と
大
幅
な
時
間
短

縮
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
積
極
的

に
推
進
し
、人
や
物
の
流
れ
に
対
す
る
重
要
性
を

認
識
し
た
施
策
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
1
9
8
4
年
の
改
革
開
放
政
策
以
降
、日
本

企
業
は
製
造
業
を
中
心
に
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア・
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
等
が
大
連
地
区
へ
進
出
し
て
い
ま
し

た
が
、従
来
と
比
較
し
て
人
件
費
、物
価
高
、円
安

等
の
コ
ス
ト
上
昇
に
直
面
し
て
い
る
現
在
、従
来
の

加
工
貿
易
型
産
業
及
び
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
で
は
コ

ス
ト
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。最
近
は
、自

動
車
、医
療
機
器
等
に
加
え
、高
齢
者
産
業
の
進

出
も
あ
り
、高
付
加
価
値
の
商
品
、サ
ー
ビ
ス
を
武

器
に
中
国
内
需
取
込
拡
大
へ
の
取
組
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
中
国
の
沿
岸
各
地
区
と
比
較
し
て
大
連
地
区

は
、「
日
本
企
業
誘
致
で
発
展
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
土

壌
」「
豊
富
な
日
本
語
人
材
」「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
低
迷
起
因

に
よ
る
抑
制
的
な
人
件
費
」等
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。こ
の
事
実
も
ま
た
、日
本
企
業
が
大
連
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
際
の
優
位
性
と
し
て
再
認
識
す

る
良
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　（
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
長
田 

修
一
）

　

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Dalian
大連駐在員事務所

供
給
側
構
造
改
革
を
推
進
す
る
中
国

大
連
地
区
の
動
向

は
じ
め
に

大
連
地
区
の
特
徴

供
給
側
構
造
改
革

経
済
状
況

【主要経済指標（2013年）】

（出所）「瀋陽統計年鑑2014」、「長春統計年鑑2014」、「上海統計年鑑2014」、
　　　各市の2013年統計公報

（単位：兆円）（1元＝18円換算）
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投資額
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開発

【大連と他都市の人口、市場規模、所得の比較（2013年）】

（注）大連、長春とハルビンの人口は2010年時点。
（出所）各都市の「2013年国民経済和社会発展統計公報」、
         2010年人口センサス

東北3省

1級都市

内陸部
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（出所）人民日報社

【中国各省（市、自治区）2015年度第1四半期ＧＤＰ推移】
第１四半期各地ＧＤＰ金額（単位：兆円）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

27
28
29
30
31

広東
江蘇
山東
浙江
河南
四川
河北
上海
遼寧
湖北

甘粛
海南
寧夏
青海
西藏

26.9
26.3
23.3
15.0
13.9
11.2
10.9
10.5
10.3
9.9

8.6
7.8
7.6
6.7
6.2

1
2
3
4
5
6
7
7
9
9

27
28
29
30
31

重慶
貴州
西藏
天津
江西
安徽
湖北
福建
江蘇
湖南

吉林
黒龍江
海南
山西
遼寧

第１四半期各地ＧＤＰ伸び率（単位：％）
10.7
10.4
10.0
9.3
8.8
8.6
8.5
8.5
8.4
8.4

5.8
4.8
4.7
2.5
1.9

（1元＝18円換算）
（1元＝18円換算）

（大連駐在員事務所）

38FFG MONTHLY SURVEY Vol.90



Dalian Representative O�ce　　
最
近
の
中
国
経
済
は
、過
剰
生
産
の
調
整
期
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
経
済
指
標
の
中
で
も
、

中
国
経
済
に
内
在
す
る
、他
の
先
進
国
経
済
と
比

較
し
て
特
異
性
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、中
国

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
個
人
消
費
の
割
合
が
あ
り
ま

す
。2
0
1
4
年
の
実
績
で
は
約
37
％
で
す
が
、

他
の
先
進
国
で
は
、ア
メ
リ
カ
が
約
7
割
、日
本
が

約
6
割
で
す
。中
国
も
1
9
9
0
年
頃
は
約
5

割
の
水
準
だ
っ
た
も
の
が
、そ
の
後
の
高
度
経
済

成
長
の
中
で
、徐
々
に
割
合
が
低
下
し
、他
方
で

増
加
し
た
の
が
、固
定
資
本
投
資（
建
設
、設
備
投

等
）の
割
合
で
す
。特
に
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
約
4
兆
元
の
経
済
対
策
以
降
は

約
39
％
か
ら
約
45
％
に
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の

結
果
か
ら
も
、建
設
に
お
け
る
過
剰
投
資
、設
備

投
資
の
過
剰
を
判
断
す
る
一
つ
の
基
準
と
な
り

得
ま
す
。

　
中
国
で
は
、過
剰
な
生
産
能
力
が
深
刻
化
す
る

一
方
、中
高
所
得
者
向
け
に
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

「
商
品
」「
サ
ー
ビ
ス
」が
提
供
で
き
て
い
な
い
点
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
11
月
の
中
央
財
経
領
導
小
組
会

議
で
、習
近
平
主
席
が「
供
給
側
構
造
改
革
」に

言
及
し
、「
総
需
要
を
適
度
に
拡
大
さ
せ
る
と
同

時
に
、供
給
体
系
の
質
と
効
率
を
引
上
げ
、経
済

の
持
続
的
な
成
長
力
を
増
強
さ
せ
る
」と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
、自
動
車
産
業
で
は
、外
資
企
業（
ト
ヨ

タ・Ｂ
Ｍ
Ｗ
等
）は
、中
国
国
内
向
け
販
売
台
数
を

大
き
く
伸
ば
す
一
方
、国
内
系
企
業（
奇
瑞
・
吉

利
等
）の
販
売
台
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、訪
日
中
国
人
観
光
客
の
爆
買
い
も
、関
税
等

の
議
論
を
除
い
た
本
質
的
な
点
で
、日
本
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス
が
自
国
の
も
の
よ
り
高
品
質
だ
と

中
国
国
民
が
感
じ
る
事
で
生
じ
る
現
象
と
も
言

え
ま
す
。

　
大
連
は
、1
9
8
4
年
に
沿
岸
開
放
都
市
に

指
定
さ
れ
、外
資
系
企
業
が
進
出
し
て
き
ま
し

た
。特
に
、地
理
的
・
歴
史
的
に
も
近
い
日
本
企
業

へ
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、多
く
の
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
れ
に
伴
い
、日
本
語
を
勉
強
す
る
中
国

人
学
生
も
多
く
、日
本
語
人
材
が
豊
富
な
都
市

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
、日
本
企
業

向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
環
境
は
整
備
さ
れ
て

お
り
、通
訳
、日
本
語
可
能
な
会
計・弁
護
士
事
務

所
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
も
多
く
、中
国
の
他

都
市
と
比
較
し
て
言
語
面・ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
い
の
が
大
連
の
特
徴
で
す
。

　
そ
の
中
、大
連
を
含
む
遼
寧
省
の
2
0
1
5

年
第
一
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
率
は
中
国
で
最

下
位
で
す
。こ
れ
は
、遼
寧
省
を
含
む
中
国
東
北

部
が
重
厚
長
大
か
つ
国
有
企
業
主
体
の
産
業
構

造
で
あ
る
た
め
、市
場
経
済
化
の
流
れ
に
対
応
で

き
ず
、「
三
期
畳
加
」（
経
済
成
長
率
の
鈍
化
期
、

構
造
調
整
期
、優
遇
政
策
等
の
消
化
期
の
三
つ
の

時
期
）を
背
景
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉄
鋼
の
生

産
能
力
が
過
剰
な
従
来
型
製
造
業
と
重
化
学
工

業
が
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
下
方
圧
力
を
も
た
ら
し
た
原
因

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、高
付
加
価
値
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

の
構
造
転
換
を
図
り
、中
国
国
内
販
売
に
お
け
る

シ
ェ
ア
拡
大
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、経
済
状
況

の
好
転
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。事
実
、現
在
で

も
業
績
を
着
実
に
伸
ば
し
て
い
る
日
本
企
業
の

大
連
現
地
法
人
の
話
題
も
良
く
耳
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
大
連
市
政
府
主
導
に
よ
り
、2
0
1
0
年
8

月
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
向
け
に
自

動
車
部
品
産
業
園
を
設
立
し
ま
し
た
。現
在
、国

内
系
で
は
奇
瑞
汽
車
、Ｂ
Ｙ
Ｄ
汽
車
等
、外
資
系

で
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社（
中
国
の
第
一
汽
車

と
合
弁
）、日
産
自
動
車（
中
国
の
東
風
汽
車
と

合
弁
）等
が
進
出
し
、こ
こ
1
年
ほ
ど
で
自
動
車

関
連
企
業
が
1
0
0
社
以
上
進
出
し
て
い
ま
す
。

第
一
財
経
日
報
社
に
よ
る
と
、日
産
自
動
車
は
高

級
ブ
ラ
ン
ド「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
」を
中
国
国
内
向

け
に
生
産
す
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
直
近
で
は
、2
0
1
6
年
2
月
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

が
中
国
遼
無
二
電
器
有
限
公
司（
大
連
市
）と
車

載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
の
合
弁
会
社
を

設
立
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。2
0
1
7
年
か
ら

中
国
国
内
向
け
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
を

始
め
る
予
定
で
す
。

　
中
国
で
は
、改
革
開
放
後
の
高
度
経
済
成
長
を

背
景
に
、自
動
車
の
保
有
量
が
急
速
に
増
加
し
て

い
ま
す
。大
連
市
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、大
連
市

全
体
の
車
両
保
有
台
数
は
2
0
1
2
年
約

1
1
0
万
台
、2
0
1
3
年
約
1
2
0
万
台
、

2
0
1
4
年
約
1
4
0
万
台
と
増
加
基
調
が
継

続
中
で
す
。更
に
、大
連
は
駐
車
場
が
極
端
に
少

な
く
、路
上
駐
車
が
常
態
化
し
て
い
る
中
心
部
で

は
、年
々
渋
滞
の
度
合
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
連
市
は
2
0
1
5
年
6
月
、「
大
連
人
民
政

府
の
パ
ー
キ
ン
グ
業
界
発
展
実
施
に
つ
い
て
の
意

見
」を
発
表
し
ま
し
た
。そ
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
、大
型
駐
車
場（
4
0
0
台
以
上
）約
1
0
0

箇
所
を
含
む
、約
4
0
0
箇
所
の
立
体
駐
車
場

建
設
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、2
0
1
6
年
以
降
建

設
す
る
計
画
で
す
。

　
地
下
鉄
や
高
速
鉄
道
の
建
設
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。地
下
鉄
は
、大
連
空
港
、大
連
駅
、高

速
鉄
道
の
大
連
北
駅
等
を
結
ぶ
2
路
線
が
ほ
ぼ

開
通（
運
行
中
）し
、大
連
市
の
計
画
で
は
7
号
線

ま
で
建
設
予
定
で
す
。高
速
鉄
道
は
、大
連
か
ら

中
国
東
北
部
の
交
通
の
要
所
で
あ
る
瀋
陽（
大
連

か
ら
北
に
約
4
0
0
㎞
）ま
で
、最
速
1
時
間
半

で
結
ん
で
い
ま
す
。従
来
の
特
急
電
車
は
約
4
時

間
費
や
し
て
い
た
事
を
考
え
る
と
大
幅
な
時
間
短

縮
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
積
極
的

に
推
進
し
、人
や
物
の
流
れ
に
対
す
る
重
要
性
を

認
識
し
た
施
策
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
1
9
8
4
年
の
改
革
開
放
政
策
以
降
、日
本

企
業
は
製
造
業
を
中
心
に
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア・
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
等
が
大
連
地
区
へ
進
出
し
て
い
ま
し

た
が
、従
来
と
比
較
し
て
人
件
費
、物
価
高
、円
安

等
の
コ
ス
ト
上
昇
に
直
面
し
て
い
る
現
在
、従
来
の

加
工
貿
易
型
産
業
及
び
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
で
は
コ

ス
ト
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。最
近
は
、自

動
車
、医
療
機
器
等
に
加
え
、高
齢
者
産
業
の
進

出
も
あ
り
、高
付
加
価
値
の
商
品
、サ
ー
ビ
ス
を
武

器
に
中
国
内
需
取
込
拡
大
へ
の
取
組
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
中
国
の
沿
岸
各
地
区
と
比
較
し
て
大
連
地
区

は
、「
日
本
企
業
誘
致
で
発
展
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
土

壌
」「
豊
富
な
日
本
語
人
材
」「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
低
迷
起
因

に
よ
る
抑
制
的
な
人
件
費
」等
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。こ
の
事
実
も
ま
た
、日
本
企
業
が
大
連
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
際
の
優
位
性
と
し
て
再
認
識
す

る
良
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　（
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
長
田 

修
一
）

　

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Dalian
大連駐在員事務所

供
給
側
構
造
改
革
を
推
進
す
る
中
国

大
連
地
区
の
動
向

は
じ
め
に

大
連
地
区
の
特
徴

供
給
側
構
造
改
革

経
済
状
況

【主要経済指標（2013年）】

（出所）「瀋陽統計年鑑2014」、「長春統計年鑑2014」、「上海統計年鑑2014」、
　　　各市の2013年統計公報

（単位：兆円）（1元＝18円換算）
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開発

【大連と他都市の人口、市場規模、所得の比較（2013年）】

（注）大連、長春とハルビンの人口は2010年時点。
（出所）各都市の「2013年国民経済和社会発展統計公報」、
         2010年人口センサス
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1級都市

内陸部
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（出所）人民日報社

【中国各省（市、自治区）2015年度第1四半期ＧＤＰ推移】
第１四半期各地ＧＤＰ金額（単位：兆円）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

27
28
29
30
31

広東
江蘇
山東
浙江
河南
四川
河北
上海
遼寧
湖北

甘粛
海南
寧夏
青海
西藏

26.9
26.3
23.3
15.0
13.9
11.2
10.9
10.5
10.3
9.9

8.6
7.8
7.6
6.7
6.2

1
2
3
4
5
6
7
7
9
9

27
28
29
30
31

重慶
貴州
西藏
天津
江西
安徽
湖北
福建
江蘇
湖南

吉林
黒龍江
海南
山西
遼寧

第１四半期各地ＧＤＰ伸び率（単位：％）
10.7
10.4
10.0
9.3
8.8
8.6
8.5
8.5
8.4
8.4

5.8
4.8
4.7
2.5
1.9

（1元＝18円換算）
（1元＝18円換算）

（大連駐在員事務所）
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最
近
の
中
国
経
済
は
、過
剰
生
産
の
調
整
期
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
経
済
指
標
の
中
で
も
、

中
国
経
済
に
内
在
す
る
、他
の
先
進
国
経
済
と
比

較
し
て
特
異
性
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、中
国

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
個
人
消
費
の
割
合
が
あ
り
ま

す
。2
0
1
4
年
の
実
績
で
は
約
37
％
で
す
が
、

他
の
先
進
国
で
は
、ア
メ
リ
カ
が
約
7
割
、日
本
が

約
6
割
で
す
。中
国
も
1
9
9
0
年
頃
は
約
5

割
の
水
準
だ
っ
た
も
の
が
、そ
の
後
の
高
度
経
済

成
長
の
中
で
、徐
々
に
割
合
が
低
下
し
、他
方
で

増
加
し
た
の
が
、固
定
資
本
投
資（
建
設
、設
備
投

等
）の
割
合
で
す
。特
に
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
約
4
兆
元
の
経
済
対
策
以
降
は

約
39
％
か
ら
約
45
％
に
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の

結
果
か
ら
も
、建
設
に
お
け
る
過
剰
投
資
、設
備

投
資
の
過
剰
を
判
断
す
る
一
つ
の
基
準
と
な
り

得
ま
す
。

　
中
国
で
は
、過
剰
な
生
産
能
力
が
深
刻
化
す
る

一
方
、中
高
所
得
者
向
け
に
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

「
商
品
」「
サ
ー
ビ
ス
」が
提
供
で
き
て
い
な
い
点
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
11
月
の
中
央
財
経
領
導
小
組
会

議
で
、習
近
平
主
席
が「
供
給
側
構
造
改
革
」に

言
及
し
、「
総
需
要
を
適
度
に
拡
大
さ
せ
る
と
同

時
に
、供
給
体
系
の
質
と
効
率
を
引
上
げ
、経
済

の
持
続
的
な
成
長
力
を
増
強
さ
せ
る
」と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
、自
動
車
産
業
で
は
、外
資
企
業（
ト
ヨ

タ・Ｂ
Ｍ
Ｗ
等
）は
、中
国
国
内
向
け
販
売
台
数
を

大
き
く
伸
ば
す
一
方
、国
内
系
企
業（
奇
瑞
・
吉

利
等
）の
販
売
台
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、訪
日
中
国
人
観
光
客
の
爆
買
い
も
、関
税
等

の
議
論
を
除
い
た
本
質
的
な
点
で
、日
本
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス
が
自
国
の
も
の
よ
り
高
品
質
だ
と

中
国
国
民
が
感
じ
る
事
で
生
じ
る
現
象
と
も
言

え
ま
す
。

　
大
連
は
、1
9
8
4
年
に
沿
岸
開
放
都
市
に

指
定
さ
れ
、外
資
系
企
業
が
進
出
し
て
き
ま
し

た
。特
に
、地
理
的
・
歴
史
的
に
も
近
い
日
本
企
業

へ
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、多
く
の
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
れ
に
伴
い
、日
本
語
を
勉
強
す
る
中
国

人
学
生
も
多
く
、日
本
語
人
材
が
豊
富
な
都
市

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
、日
本
企
業

向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
環
境
は
整
備
さ
れ
て

お
り
、通
訳
、日
本
語
可
能
な
会
計・弁
護
士
事
務

所
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
も
多
く
、中
国
の
他

都
市
と
比
較
し
て
言
語
面・ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
い
の
が
大
連
の
特
徴
で
す
。

　
そ
の
中
、大
連
を
含
む
遼
寧
省
の
2
0
1
5

年
第
一
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
率
は
中
国
で
最

下
位
で
す
。こ
れ
は
、遼
寧
省
を
含
む
中
国
東
北

部
が
重
厚
長
大
か
つ
国
有
企
業
主
体
の
産
業
構

造
で
あ
る
た
め
、市
場
経
済
化
の
流
れ
に
対
応
で

き
ず
、「
三
期
畳
加
」（
経
済
成
長
率
の
鈍
化
期
、

構
造
調
整
期
、優
遇
政
策
等
の
消
化
期
の
三
つ
の

時
期
）を
背
景
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉄
鋼
の
生

産
能
力
が
過
剰
な
従
来
型
製
造
業
と
重
化
学
工

業
が
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
下
方
圧
力
を
も
た
ら
し
た
原
因

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、高
付
加
価
値
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

の
構
造
転
換
を
図
り
、中
国
国
内
販
売
に
お
け
る

シ
ェ
ア
拡
大
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、経
済
状
況

の
好
転
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。事
実
、現
在
で

も
業
績
を
着
実
に
伸
ば
し
て
い
る
日
本
企
業
の

大
連
現
地
法
人
の
話
題
も
良
く
耳
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
大
連
市
政
府
主
導
に
よ
り
、2
0
1
0
年
8

月
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
向
け
に
自

動
車
部
品
産
業
園
を
設
立
し
ま
し
た
。現
在
、国

内
系
で
は
奇
瑞
汽
車
、Ｂ
Ｙ
Ｄ
汽
車
等
、外
資
系

で
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社（
中
国
の
第
一
汽
車

と
合
弁
）、日
産
自
動
車（
中
国
の
東
風
汽
車
と

合
弁
）等
が
進
出
し
、こ
こ
1
年
ほ
ど
で
自
動
車

関
連
企
業
が
1
0
0
社
以
上
進
出
し
て
い
ま
す
。

第
一
財
経
日
報
社
に
よ
る
と
、日
産
自
動
車
は
高

級
ブ
ラ
ン
ド「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
」を
中
国
国
内
向

け
に
生
産
す
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
直
近
で
は
、2
0
1
6
年
2
月
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

が
中
国
遼
無
二
電
器
有
限
公
司（
大
連
市
）と
車

載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
の
合
弁
会
社
を

設
立
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。2
0
1
7
年
か
ら

中
国
国
内
向
け
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
を

始
め
る
予
定
で
す
。

　
中
国
で
は
、改
革
開
放
後
の
高
度
経
済
成
長
を

背
景
に
、自
動
車
の
保
有
量
が
急
速
に
増
加
し
て

い
ま
す
。大
連
市
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、大
連
市

全
体
の
車
両
保
有
台
数
は
2
0
1
2
年
約

1
1
0
万
台
、2
0
1
3
年
約
1
2
0
万
台
、

2
0
1
4
年
約
1
4
0
万
台
と
増
加
基
調
が
継

続
中
で
す
。更
に
、大
連
は
駐
車
場
が
極
端
に
少

な
く
、路
上
駐
車
が
常
態
化
し
て
い
る
中
心
部
で

は
、年
々
渋
滞
の
度
合
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
連
市
は
2
0
1
5
年
6
月
、「
大
連
人
民
政

府
の
パ
ー
キ
ン
グ
業
界
発
展
実
施
に
つ
い
て
の
意

見
」を
発
表
し
ま
し
た
。そ
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
、大
型
駐
車
場（
4
0
0
台
以
上
）約
1
0
0

箇
所
を
含
む
、約
4
0
0
箇
所
の
立
体
駐
車
場

建
設
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、2
0
1
6
年
以
降
建

設
す
る
計
画
で
す
。

　
地
下
鉄
や
高
速
鉄
道
の
建
設
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。地
下
鉄
は
、大
連
空
港
、大
連
駅
、高

速
鉄
道
の
大
連
北
駅
等
を
結
ぶ
2
路
線
が
ほ
ぼ

開
通（
運
行
中
）し
、大
連
市
の
計
画
で
は
7
号
線

ま
で
建
設
予
定
で
す
。高
速
鉄
道
は
、大
連
か
ら

中
国
東
北
部
の
交
通
の
要
所
で
あ
る
瀋
陽（
大
連

か
ら
北
に
約
4
0
0
㎞
）ま
で
、最
速
1
時
間
半

で
結
ん
で
い
ま
す
。従
来
の
特
急
電
車
は
約
4
時

間
費
や
し
て
い
た
事
を
考
え
る
と
大
幅
な
時
間
短

縮
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
積
極
的

に
推
進
し
、人
や
物
の
流
れ
に
対
す
る
重
要
性
を

認
識
し
た
施
策
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
1
9
8
4
年
の
改
革
開
放
政
策
以
降
、日
本

企
業
は
製
造
業
を
中
心
に
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア・
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
等
が
大
連
地
区
へ
進
出
し
て
い
ま
し

た
が
、従
来
と
比
較
し
て
人
件
費
、物
価
高
、円
安

等
の
コ
ス
ト
上
昇
に
直
面
し
て
い
る
現
在
、従
来
の

加
工
貿
易
型
産
業
及
び
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
で
は
コ

ス
ト
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。最
近
は
、自

動
車
、医
療
機
器
等
に
加
え
、高
齢
者
産
業
の
進

出
も
あ
り
、高
付
加
価
値
の
商
品
、サ
ー
ビ
ス
を
武

器
に
中
国
内
需
取
込
拡
大
へ
の
取
組
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
中
国
の
沿
岸
各
地
区
と
比
較
し
て
大
連
地
区

は
、「
日
本
企
業
誘
致
で
発
展
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
土

壌
」「
豊
富
な
日
本
語
人
材
」「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
低
迷
起
因

に
よ
る
抑
制
的
な
人
件
費
」等
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。こ
の
事
実
も
ま
た
、日
本
企
業
が
大
連
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
際
の
優
位
性
と
し
て
再
認
識
す

る
良
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　（
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
長
田 

修
一
）

　

なるほど！

経
済
振
興
動
向

最
後
に

イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進

（出所）ジェトロ大連調べ（2015年7月時点） （出所）「日本語能力試験」ウェブサイト

【中国主要都市平均月間給与（2013年）】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

都市
北京
上海
成都
深圳
広州
西蔵
天津
南京
杭州
寧波
アモイ
大連
ウルムチ
銀川
西寧
長沙
済南
青島

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

都市
西安
合肥
武漢
福州
長春
太原
昆明
瀋陽
重慶
貴陽
南寧
蘭州
フフホト
ハルビン
南昌
鄭州
海口
石家庄

金額
14.1
13.7
12.7
11.7
11.1
10.4
10.9
9.9
9.7
9.5
9.3
8.9
8.5
8.5
8.5
8.4
8.4
8.3

8.2
8.1
8.1
8.0
7.7
7.7
7.7
7.7
7.7
7.6
7.5
7.4
7.3
7.1
7.0
6.8
6.8
6.6

金額
【都市別日本語能力試験N1受検者数（2013年）】

1

2

3

4

5

9

–

–

–

上海

広州

大連

北京

南京

瀋陽

長春

ハルビン

延吉

都市 受験者数（人） シェア

9,976

8,592

8,332

5,693

3,663

2,976

2,513

1,864

480

87,028

11.5%

9.9%

9.6%

6.5%

4.2%

3.4%

2.9%

2.1%

0.6%

100.0%中国大陸全体
（出所）「大連統計年鑑2013」、大連市統計局ウェブサイト、
　　   中国国家統計局ウェブサイト

【経済成長率の推移】
（%）
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中国全体

▲大連市内の様子

（単位：万円）（1元＝18円換算）

（大連駐在員事務所）
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最
近
の
中
国
経
済
は
、過
剰
生
産
の
調
整
期
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
経
済
指
標
の
中
で
も
、

中
国
経
済
に
内
在
す
る
、他
の
先
進
国
経
済
と
比

較
し
て
特
異
性
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、中
国

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
個
人
消
費
の
割
合
が
あ
り
ま

す
。2
0
1
4
年
の
実
績
で
は
約
37
％
で
す
が
、

他
の
先
進
国
で
は
、ア
メ
リ
カ
が
約
7
割
、日
本
が

約
6
割
で
す
。中
国
も
1
9
9
0
年
頃
は
約
5

割
の
水
準
だ
っ
た
も
の
が
、そ
の
後
の
高
度
経
済

成
長
の
中
で
、徐
々
に
割
合
が
低
下
し
、他
方
で

増
加
し
た
の
が
、固
定
資
本
投
資（
建
設
、設
備
投

等
）の
割
合
で
す
。特
に
、2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
約
4
兆
元
の
経
済
対
策
以
降
は

約
39
％
か
ら
約
45
％
に
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の

結
果
か
ら
も
、建
設
に
お
け
る
過
剰
投
資
、設
備

投
資
の
過
剰
を
判
断
す
る
一
つ
の
基
準
と
な
り

得
ま
す
。

　
中
国
で
は
、過
剰
な
生
産
能
力
が
深
刻
化
す
る

一
方
、中
高
所
得
者
向
け
に
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

「
商
品
」「
サ
ー
ビ
ス
」が
提
供
で
き
て
い
な
い
点
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
11
月
の
中
央
財
経
領
導
小
組
会

議
で
、習
近
平
主
席
が「
供
給
側
構
造
改
革
」に

言
及
し
、「
総
需
要
を
適
度
に
拡
大
さ
せ
る
と
同

時
に
、供
給
体
系
の
質
と
効
率
を
引
上
げ
、経
済

の
持
続
的
な
成
長
力
を
増
強
さ
せ
る
」と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
、自
動
車
産
業
で
は
、外
資
企
業（
ト
ヨ

タ・Ｂ
Ｍ
Ｗ
等
）は
、中
国
国
内
向
け
販
売
台
数
を

大
き
く
伸
ば
す
一
方
、国
内
系
企
業（
奇
瑞
・
吉

利
等
）の
販
売
台
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、訪
日
中
国
人
観
光
客
の
爆
買
い
も
、関
税
等

の
議
論
を
除
い
た
本
質
的
な
点
で
、日
本
の
商

品
・サ
ー
ビ
ス
が
自
国
の
も
の
よ
り
高
品
質
だ
と

中
国
国
民
が
感
じ
る
事
で
生
じ
る
現
象
と
も
言

え
ま
す
。

　
大
連
は
、1
9
8
4
年
に
沿
岸
開
放
都
市
に

指
定
さ
れ
、外
資
系
企
業
が
進
出
し
て
き
ま
し

た
。特
に
、地
理
的
・
歴
史
的
に
も
近
い
日
本
企
業

へ
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、多
く
の
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
れ
に
伴
い
、日
本
語
を
勉
強
す
る
中
国

人
学
生
も
多
く
、日
本
語
人
材
が
豊
富
な
都
市

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
、日
本
企
業

向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
環
境
は
整
備
さ
れ
て

お
り
、通
訳
、日
本
語
可
能
な
会
計・弁
護
士
事
務

所
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
も
多
く
、中
国
の
他

都
市
と
比
較
し
て
言
語
面・ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
い
の
が
大
連
の
特
徴
で
す
。

　
そ
の
中
、大
連
を
含
む
遼
寧
省
の
2
0
1
5

年
第
一
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
率
は
中
国
で
最

下
位
で
す
。こ
れ
は
、遼
寧
省
を
含
む
中
国
東
北

部
が
重
厚
長
大
か
つ
国
有
企
業
主
体
の
産
業
構

造
で
あ
る
た
め
、市
場
経
済
化
の
流
れ
に
対
応
で

き
ず
、「
三
期
畳
加
」（
経
済
成
長
率
の
鈍
化
期
、

構
造
調
整
期
、優
遇
政
策
等
の
消
化
期
の
三
つ
の

時
期
）を
背
景
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉄
鋼
の
生

産
能
力
が
過
剰
な
従
来
型
製
造
業
と
重
化
学
工

業
が
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
下
方
圧
力
を
も
た
ら
し
た
原
因

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、高
付
加
価
値
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

の
構
造
転
換
を
図
り
、中
国
国
内
販
売
に
お
け
る

シ
ェ
ア
拡
大
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、経
済
状
況

の
好
転
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。事
実
、現
在
で

も
業
績
を
着
実
に
伸
ば
し
て
い
る
日
本
企
業
の

大
連
現
地
法
人
の
話
題
も
良
く
耳
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
大
連
市
政
府
主
導
に
よ
り
、2
0
1
0
年
8

月
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
向
け
に
自

動
車
部
品
産
業
園
を
設
立
し
ま
し
た
。現
在
、国

内
系
で
は
奇
瑞
汽
車
、Ｂ
Ｙ
Ｄ
汽
車
等
、外
資
系

で
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社（
中
国
の
第
一
汽
車

と
合
弁
）、日
産
自
動
車（
中
国
の
東
風
汽
車
と

合
弁
）等
が
進
出
し
、こ
こ
1
年
ほ
ど
で
自
動
車

関
連
企
業
が
1
0
0
社
以
上
進
出
し
て
い
ま
す
。

第
一
財
経
日
報
社
に
よ
る
と
、日
産
自
動
車
は
高

級
ブ
ラ
ン
ド「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
」を
中
国
国
内
向

け
に
生
産
す
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
直
近
で
は
、2
0
1
6
年
2
月
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

が
中
国
遼
無
二
電
器
有
限
公
司（
大
連
市
）と
車

載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
の
合
弁
会
社
を

設
立
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。2
0
1
7
年
か
ら

中
国
国
内
向
け
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
製
造
を

始
め
る
予
定
で
す
。

　
中
国
で
は
、改
革
開
放
後
の
高
度
経
済
成
長
を

背
景
に
、自
動
車
の
保
有
量
が
急
速
に
増
加
し
て

い
ま
す
。大
連
市
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、大
連
市

全
体
の
車
両
保
有
台
数
は
2
0
1
2
年
約

1
1
0
万
台
、2
0
1
3
年
約
1
2
0
万
台
、

2
0
1
4
年
約
1
4
0
万
台
と
増
加
基
調
が
継

続
中
で
す
。更
に
、大
連
は
駐
車
場
が
極
端
に
少

な
く
、路
上
駐
車
が
常
態
化
し
て
い
る
中
心
部
で

は
、年
々
渋
滞
の
度
合
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
連
市
は
2
0
1
5
年
6
月
、「
大
連
人
民
政

府
の
パ
ー
キ
ン
グ
業
界
発
展
実
施
に
つ
い
て
の
意

見
」を
発
表
し
ま
し
た
。そ
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
、大
型
駐
車
場（
4
0
0
台
以
上
）約
1
0
0

箇
所
を
含
む
、約
4
0
0
箇
所
の
立
体
駐
車
場

建
設
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、2
0
1
6
年
以
降
建

設
す
る
計
画
で
す
。

　
地
下
鉄
や
高
速
鉄
道
の
建
設
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。地
下
鉄
は
、大
連
空
港
、大
連
駅
、高

速
鉄
道
の
大
連
北
駅
等
を
結
ぶ
2
路
線
が
ほ
ぼ

開
通（
運
行
中
）し
、大
連
市
の
計
画
で
は
7
号
線

ま
で
建
設
予
定
で
す
。高
速
鉄
道
は
、大
連
か
ら

中
国
東
北
部
の
交
通
の
要
所
で
あ
る
瀋
陽（
大
連

か
ら
北
に
約
4
0
0
㎞
）ま
で
、最
速
1
時
間
半

で
結
ん
で
い
ま
す
。従
来
の
特
急
電
車
は
約
4
時

間
費
や
し
て
い
た
事
を
考
え
る
と
大
幅
な
時
間
短

縮
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
積
極
的

に
推
進
し
、人
や
物
の
流
れ
に
対
す
る
重
要
性
を

認
識
し
た
施
策
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
1
9
8
4
年
の
改
革
開
放
政
策
以
降
、日
本

企
業
は
製
造
業
を
中
心
に
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア・
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
等
が
大
連
地
区
へ
進
出
し
て
い
ま
し

た
が
、従
来
と
比
較
し
て
人
件
費
、物
価
高
、円
安

等
の
コ
ス
ト
上
昇
に
直
面
し
て
い
る
現
在
、従
来
の

加
工
貿
易
型
産
業
及
び
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
で
は
コ

ス
ト
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。最
近
は
、自

動
車
、医
療
機
器
等
に
加
え
、高
齢
者
産
業
の
進

出
も
あ
り
、高
付
加
価
値
の
商
品
、サ
ー
ビ
ス
を
武

器
に
中
国
内
需
取
込
拡
大
へ
の
取
組
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
中
国
の
沿
岸
各
地
区
と
比
較
し
て
大
連
地
区

は
、「
日
本
企
業
誘
致
で
発
展
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
土

壌
」「
豊
富
な
日
本
語
人
材
」「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
低
迷
起
因

に
よ
る
抑
制
的
な
人
件
費
」等
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。こ
の
事
実
も
ま
た
、日
本
企
業
が
大
連
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
際
の
優
位
性
と
し
て
再
認
識
す

る
良
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　（
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
長
田 

修
一
）

　

なるほど！

経
済
振
興
動
向

最
後
に

イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進

（出所）ジェトロ大連調べ（2015年7月時点） （出所）「日本語能力試験」ウェブサイト

【中国主要都市平均月間給与（2013年）】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

都市
北京
上海
成都
深圳
広州
西蔵
天津
南京
杭州
寧波
アモイ
大連
ウルムチ
銀川
西寧
長沙
済南
青島

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

都市
西安
合肥
武漢
福州
長春
太原
昆明
瀋陽
重慶
貴陽
南寧
蘭州
フフホト
ハルビン
南昌
鄭州
海口
石家庄

金額
14.1
13.7
12.7
11.7
11.1
10.4
10.9
9.9
9.7
9.5
9.3
8.9
8.5
8.5
8.5
8.4
8.4
8.3

8.2
8.1
8.1
8.0
7.7
7.7
7.7
7.7
7.7
7.6
7.5
7.4
7.3
7.1
7.0
6.8
6.8
6.6

金額
【都市別日本語能力試験N1受検者数（2013年）】

1

2

3

4

5

9

–

–

–

上海

広州

大連

北京

南京

瀋陽

長春

ハルビン

延吉

都市 受験者数（人） シェア

9,976

8,592

8,332

5,693

3,663

2,976

2,513

1,864

480

87,028

11.5%

9.9%

9.6%

6.5%

4.2%

3.4%

2.9%

2.1%

0.6%

100.0%中国大陸全体
（出所）「大連統計年鑑2013」、大連市統計局ウェブサイト、
　　   中国国家統計局ウェブサイト

【経済成長率の推移】
（%）
20

15

10

5

0
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

16.5

9.6

9.2

10.4

9.3
7.7 7.7

7.4

15.0 15.2

13.5

大連

10.3

9.0

5.8

中国全体

▲大連市内の様子

（単位：万円）（1元＝18円換算）

（大連駐在員事務所）
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福
岡
銀
行
は
、２
０
１
１
年
３
月
に
タ
イ
王
国

（
以
下
タ
イ
）の
大
手
銀
行
で
あ
る
カ
シ
コ
ン
銀
行

と
の
間
で
タ
イ
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
や
各
種

情
報
提
供
等
の
業
務
提
携
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。ま
た
研
修
生
１
名
を
派
遣
す
る
な

ど
、そ
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
国
と
し
て
、さ
ら

な
る
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
を
基

点
と
し
た
周
辺
諸
国
へ
の
企
業
進
出
も
今
後
さ

ら
に
増
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
発
展
を
見
据
え
た
タ
イ
の
銀
行
、そ

し
て
タ
イ
の
課
題
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

① 

は
じ
ま
り

　
１
９
０
６
年
に
開
設
さ
れ
た『
バ
ン
ク・サ
ヤ
ー

ム・ガ
ッマ
ー
チ
ョ
ン（
現
在
の
サ
イ
ア
ム・コ
マ
ー
シ
ャ

ル
銀
行
）』が
タ
イ
資
本
の
商
業
銀
行
と
し
て
最
も

古
い
歴
史
を
持
ち
ま
す
。第
二
次
世
界
大
戦
が
始

ま
る
こ
ろ
ま
で
は
、外
国
銀
行
が
タ
イ
の
金
融
市

場
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
１
９
４
２
年
に

制
定
さ
れ
た
中
央
銀
行
法
に
基
づ
き
タ
イ
中
央

銀
行
が
設
立
さ
れ
、１
９
４
５
年
に
は
商
業
銀
行

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、銀
行
業
務
に
お
け
る
法

制
度
や
行
政
の
監
督
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、タ

イ
の
金
融
制
度
が
次
第
に
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。

② 

通
貨
危
機

　
１
９
９
７
年
に
バ
ー
ツ
が
変
動
相
場
制
に
移
行

し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
通
貨
危
機
に
よ
り
、そ

れ
ま
で
の
バ
ブ
ル
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
タ
イ
の

経
済
は
打
撃
を
受
け
、多
く
の
金
融
機
関
が
多
額

の
不
良
債
権
を
抱
え
経
営
の
危
機
に
瀕
し
ま
し

た
。タ
イ
中
央
銀
行
は
国
有
化
な
ど
の
措
置
に
よ

り
破
綻
し
た
中
小
規
模
の
銀
行
の
処
理
を
進
め
、

不
良
債
権
の
処
理
、自
己
資
本
の
強
化
、合
併
の

促
進
な
ど
の
策
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
そ

れ
ま
で
15
行
あ
っ
た
商
業
銀
行
の
う
ち
４
行
が
閉

鎖
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

③ 

現
在

　
現
在
で
は
カ
シ
コ
ン
銀
行
、バ
ン
コ
ク
銀
行
、サ

イ
ア
ム・コ
マ
ー
シ
ャ
ル
銀
行
、ク
ル
ン
タ
イ
銀
行
が

タ
イ
に
お
け
る
４
大
銀
行
と
言
わ
れ
て
お
り
、２
０

１
３
年
に
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
買
収
し
た
ア

ユ
タ
ヤ
銀
行
を
含
め
た
５
行
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す（
図
１
参
照
）。

　
タ
イ
人
の
銀
行
口
座
保
有
率
は
約
72
％
で
あ

り
、日
本
の
約
96
％
に
比
べ
る
と
低
い
で
す
が
、Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
へ
の
融
資
が
主
要
業

務
で
は
あ
り
ま
す
が
、日
本
と
同
じ
よ
う
に
個
人

へ
の
貸
出
、保
険
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。住

宅
購
入
資
金
な
ど
、中
間
層
の
増
加
な
ど
を
背

景
に
借
入
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

④ 

銀
行
手
続
き
に
つ
い
て

　„
微
笑
み
の
国
タ
イ
“と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、タ

イ
に
は
温
和
で
の
ん
び
り
と
し
た
印
象
を
持
つ
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、通
貨
危
機
を
教
訓
に

国
内
外
に
お
け
る
バ
ー
ツ
の
量
、国
境
を
超
え
る

資
金
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
タ
イ
中
央
銀
行
が
厳

正
な
チ
ェッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、手
続
き
に
は
多
く

の
書
類
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
外
国
企

業
の
口
座
開
設
時
に
は
、株
式
の
25
％
以
上
を
保

有
し
て
い
る
全
て
の
株
主
に
つ
い
て
、身
元
の
確
認

資
料
を
求
め
る
な
ど
厳
格
な
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

① 

国
境
を
越
え
た
商
談
機
会
の
提
供

　
カ
シ
コ
ン
銀
行
は
２
０
１
５
年
５
月
に„
Ａ
Ｅ
Ｃ

プ
ラ
ス 

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
“と
い
う

サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。こ
れ
は
バ
イ
ヤ
ー
と
セ

ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
売
り
た
い
物
、買
い
た
い
物
の
意

向
を
サ
イ
ト
上
に
登
録
し
、マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
事
が
出
来
る

の
は
、異
な
る
国
籍
の
企
業
間
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
同
年
８
月
に
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
、業

務
提
携
を
結
ん
で
い
る
現
地
銀
行
と
協
力
し
て
、

食
品・飲
料
を
対
象
と
し
た
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。タ
イ
の
セ
ラ
ー
約
30
社
を
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
イ

ヤ
ー
と
引
き
合
わ
せ
、１
０
０
件
以
上
の
商
談
機

会
を
設
け
ま
し
た
。

② 

海
外
進
出
支
援
体
制
の
強
化

　
バ
ン
コ
ク
銀
行
は
今
年
１
月
に
ラ
オ
ス
南
部
の

パ
ク
セ（
ラ
オ
ス
に
お
け
る
２
番
目
の
都
市
）に
支

店
を
開
設
し
ま
し
た
。ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
タ

イ
の
銀
行
で
唯
一
支
店
を
開
設
し
て
い
ま
す
。現

在
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
10
ヶ
国
の
う
ち
、ブ
ル
ネ
イ

を
除
く
９
ヶ
国
に
開
設
し
て
お
り
、海
外
支
店
数

は
32
店
舗
を
数
え
ま
す
。

　
ま
た
先
日
、同
じ
よ
う
に
海
外
支
店
を
多
く
有

す
る
カ
シ
コ
ン
銀
行
の
、バ
ン
ト
ゥ
ン・ラ
ム
サ
ム
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
日
経
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
、今
後
さ
ら
な
る
海
外
支
店
開
設
と
、各
国

ト
ッ
プ
金
融
機
関
と
の
提
携
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。ま
た
同
行
は
正
規
行
員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、ラ
オ
ス
人
を
雇
用
し
て
お
り
、周

辺
国
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、顧
客
へ
の
情
報
提

供
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

③ 

現
地
金
融
機
関
の
買
収

　
ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
は
今
年
１
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

金
融
機
関
ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
の
全
株
式
を
取
得

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
業
界
４
位
の
小
口
事
業
性
金
融
業
者

で
す
。同
行
は
本
件
を
足
掛
か
り
に
、カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
出
資

元
で
あ
る
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
資
金
力
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、今
後
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お

け
る
長
期
的
な
投
資
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
の
銀
行
が
周
辺
国
を
絡
め
た
企
業
サ
ポ
ー

ト
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、Ａ
Ｅ
Ｃ

に
お
け
る
”ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
“の
自
由
化
に
よ
る
市

場
拡
大
を
見
据
え
て
い
る
事
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、タ

イ
が
抱
え
る
課
題
が
背
景
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
少
子
高
齢
化
の
問
題
で
す
。タ
イ
は
周

辺
諸
国
に
比
べ
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す（
図
２
参

照
）。出
生
率
も
世
界
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、２

０
４
５
年
以
降
は
人
口
増
加
率
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

事
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（
図
３
参
照
）。日
本
と

同
じ
よ
う
に
晩
婚
化
、未
婚
化
が
要
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。今
後
国
内
市
場
の
規
模
縮
小
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て

周
辺
国
へ
進
出
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
タ
イ
は
産
業
構
造
の
転
換
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
タ
イ
は
安
価
な
労
働
力

を
武
器
に
外
資
を
呼
び
込
み
、輸
出
型
の
産
業
で

発
展
途
上
国
か
ら
中
進
国
へ
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
経
済
発
展
に
伴
い
、人
件
費
は
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
多
く
の
企
業
が
労
働
集
約
的

な
部
分
を
担
う
工
場
を
、人
件
費
が
安
く
イ
ン
フ
ラ

が
整
い
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
周
辺

国
へ
移
管
す
る
動
き
が
増
え
て
い
ま
す（
図
４
参

照
）。タ
イ
は
今
後
高
付
加
価
値
産
業
を
育
成
し
新

た
な
段
階
で
の
成
長
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
タ
イ
政
府
は
、施
策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
が
実
情
で
す
。

　
タ
イ
は
通
貨
危
機
な
ど
を
通
し
て
、多
く
の
銀

行
が
淘
汰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
を
教
訓
に

タ
イ
中
央
銀
行
主
導
に
よ
り
、厳
格
な
金
融
規
制

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
規
制
作
り
が
、こ

れ
ま
で
の
タ
イ
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
中
進
国
と

な
っ
た
今
、タ
イ
は
新
た
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
こ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、周
辺
国
と
の
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。本

レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
た
タ
イ
の
銀
行
の
取
組
等
が

受
け
入
れ
ら
れ
、そ
れ
ら
が
今
後
の
タ
イ
、そ
し
て

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

事
を
期
待
し
ま
す
。

（
カ
シ
コ
ン
銀
行
ト
レ
ー
ニ
ー
　
吉
武 

功
人
）

（バンコク駐在員事務所）

Bangkok
バンコク駐在員事務所

Bangkok Representative O�ce

ア ジ ア
駐 在 員

告報

タ
イ
の
銀
行
、新
た
な
動
き

は
じ
め
に

タ
イ
の
銀
行

（出所）国際連合 （出所）世界保健機関

【図2：高齢化率周辺国比較2014年】
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福
岡
銀
行
は
、２
０
１
１
年
３
月
に
タ
イ
王
国

（
以
下
タ
イ
）の
大
手
銀
行
で
あ
る
カ
シ
コ
ン
銀
行

と
の
間
で
タ
イ
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
や
各
種

情
報
提
供
等
の
業
務
提
携
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。ま
た
研
修
生
１
名
を
派
遣
す
る
な

ど
、そ
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
国
と
し
て
、さ
ら

な
る
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
を
基

点
と
し
た
周
辺
諸
国
へ
の
企
業
進
出
も
今
後
さ

ら
に
増
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
発
展
を
見
据
え
た
タ
イ
の
銀
行
、そ

し
て
タ
イ
の
課
題
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

① 

は
じ
ま
り

　
１
９
０
６
年
に
開
設
さ
れ
た『
バ
ン
ク・サ
ヤ
ー

ム・ガ
ッマ
ー
チ
ョ
ン（
現
在
の
サ
イ
ア
ム・コ
マ
ー
シ
ャ

ル
銀
行
）』が
タ
イ
資
本
の
商
業
銀
行
と
し
て
最
も

古
い
歴
史
を
持
ち
ま
す
。第
二
次
世
界
大
戦
が
始

ま
る
こ
ろ
ま
で
は
、外
国
銀
行
が
タ
イ
の
金
融
市

場
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
１
９
４
２
年
に

制
定
さ
れ
た
中
央
銀
行
法
に
基
づ
き
タ
イ
中
央

銀
行
が
設
立
さ
れ
、１
９
４
５
年
に
は
商
業
銀
行

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、銀
行
業
務
に
お
け
る
法

制
度
や
行
政
の
監
督
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、タ

イ
の
金
融
制
度
が
次
第
に
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。

② 

通
貨
危
機

　
１
９
９
７
年
に
バ
ー
ツ
が
変
動
相
場
制
に
移
行

し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
通
貨
危
機
に
よ
り
、そ

れ
ま
で
の
バ
ブ
ル
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
タ
イ
の

経
済
は
打
撃
を
受
け
、多
く
の
金
融
機
関
が
多
額

の
不
良
債
権
を
抱
え
経
営
の
危
機
に
瀕
し
ま
し

た
。タ
イ
中
央
銀
行
は
国
有
化
な
ど
の
措
置
に
よ

り
破
綻
し
た
中
小
規
模
の
銀
行
の
処
理
を
進
め
、

不
良
債
権
の
処
理
、自
己
資
本
の
強
化
、合
併
の

促
進
な
ど
の
策
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
そ

れ
ま
で
15
行
あ
っ
た
商
業
銀
行
の
う
ち
４
行
が
閉

鎖
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

③ 

現
在

　
現
在
で
は
カ
シ
コ
ン
銀
行
、バ
ン
コ
ク
銀
行
、サ

イ
ア
ム・コ
マ
ー
シ
ャ
ル
銀
行
、ク
ル
ン
タ
イ
銀
行
が

タ
イ
に
お
け
る
４
大
銀
行
と
言
わ
れ
て
お
り
、２
０

１
３
年
に
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
買
収
し
た
ア

ユ
タ
ヤ
銀
行
を
含
め
た
５
行
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す（
図
１
参
照
）。

　
タ
イ
人
の
銀
行
口
座
保
有
率
は
約
72
％
で
あ

り
、日
本
の
約
96
％
に
比
べ
る
と
低
い
で
す
が
、Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
へ
の
融
資
が
主
要
業

務
で
は
あ
り
ま
す
が
、日
本
と
同
じ
よ
う
に
個
人

へ
の
貸
出
、保
険
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。住

宅
購
入
資
金
な
ど
、中
間
層
の
増
加
な
ど
を
背

景
に
借
入
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

④ 

銀
行
手
続
き
に
つ
い
て

　„
微
笑
み
の
国
タ
イ
“と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、タ

イ
に
は
温
和
で
の
ん
び
り
と
し
た
印
象
を
持
つ
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、通
貨
危
機
を
教
訓
に

国
内
外
に
お
け
る
バ
ー
ツ
の
量
、国
境
を
超
え
る

資
金
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
タ
イ
中
央
銀
行
が
厳

正
な
チ
ェッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、手
続
き
に
は
多
く

の
書
類
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
外
国
企

業
の
口
座
開
設
時
に
は
、株
式
の
25
％
以
上
を
保

有
し
て
い
る
全
て
の
株
主
に
つ
い
て
、身
元
の
確
認

資
料
を
求
め
る
な
ど
厳
格
な
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

① 

国
境
を
越
え
た
商
談
機
会
の
提
供

　
カ
シ
コ
ン
銀
行
は
２
０
１
５
年
５
月
に„
Ａ
Ｅ
Ｃ

プ
ラ
ス 

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
“と
い
う

サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。こ
れ
は
バ
イ
ヤ
ー
と
セ

ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
売
り
た
い
物
、買
い
た
い
物
の
意

向
を
サ
イ
ト
上
に
登
録
し
、マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
事
が
出
来
る

の
は
、異
な
る
国
籍
の
企
業
間
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
同
年
８
月
に
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
、業

務
提
携
を
結
ん
で
い
る
現
地
銀
行
と
協
力
し
て
、

食
品・飲
料
を
対
象
と
し
た
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。タ
イ
の
セ
ラ
ー
約
30
社
を
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
イ

ヤ
ー
と
引
き
合
わ
せ
、１
０
０
件
以
上
の
商
談
機

会
を
設
け
ま
し
た
。

② 

海
外
進
出
支
援
体
制
の
強
化

　
バ
ン
コ
ク
銀
行
は
今
年
１
月
に
ラ
オ
ス
南
部
の

パ
ク
セ（
ラ
オ
ス
に
お
け
る
２
番
目
の
都
市
）に
支

店
を
開
設
し
ま
し
た
。ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
タ

イ
の
銀
行
で
唯
一
支
店
を
開
設
し
て
い
ま
す
。現

在
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
10
ヶ
国
の
う
ち
、ブ
ル
ネ
イ

を
除
く
９
ヶ
国
に
開
設
し
て
お
り
、海
外
支
店
数

は
32
店
舗
を
数
え
ま
す
。

　
ま
た
先
日
、同
じ
よ
う
に
海
外
支
店
を
多
く
有

す
る
カ
シ
コ
ン
銀
行
の
、バ
ン
ト
ゥ
ン・ラ
ム
サ
ム
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
日
経
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
、今
後
さ
ら
な
る
海
外
支
店
開
設
と
、各
国

ト
ッ
プ
金
融
機
関
と
の
提
携
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。ま
た
同
行
は
正
規
行
員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、ラ
オ
ス
人
を
雇
用
し
て
お
り
、周

辺
国
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、顧
客
へ
の
情
報
提

供
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

③ 

現
地
金
融
機
関
の
買
収

　
ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
は
今
年
１
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

金
融
機
関
ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
の
全
株
式
を
取
得

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
業
界
４
位
の
小
口
事
業
性
金
融
業
者

で
す
。同
行
は
本
件
を
足
掛
か
り
に
、カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
出
資

元
で
あ
る
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
資
金
力
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、今
後
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お

け
る
長
期
的
な
投
資
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
の
銀
行
が
周
辺
国
を
絡
め
た
企
業
サ
ポ
ー

ト
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、Ａ
Ｅ
Ｃ

に
お
け
る
”ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
“の
自
由
化
に
よ
る
市

場
拡
大
を
見
据
え
て
い
る
事
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、タ

イ
が
抱
え
る
課
題
が
背
景
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
少
子
高
齢
化
の
問
題
で
す
。タ
イ
は
周

辺
諸
国
に
比
べ
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す（
図
２
参

照
）。出
生
率
も
世
界
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、２

０
４
５
年
以
降
は
人
口
増
加
率
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

事
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（
図
３
参
照
）。日
本
と

同
じ
よ
う
に
晩
婚
化
、未
婚
化
が
要
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。今
後
国
内
市
場
の
規
模
縮
小
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て

周
辺
国
へ
進
出
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
タ
イ
は
産
業
構
造
の
転
換
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
タ
イ
は
安
価
な
労
働
力

を
武
器
に
外
資
を
呼
び
込
み
、輸
出
型
の
産
業
で

発
展
途
上
国
か
ら
中
進
国
へ
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
経
済
発
展
に
伴
い
、人
件
費
は
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
多
く
の
企
業
が
労
働
集
約
的

な
部
分
を
担
う
工
場
を
、人
件
費
が
安
く
イ
ン
フ
ラ

が
整
い
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
周
辺

国
へ
移
管
す
る
動
き
が
増
え
て
い
ま
す（
図
４
参

照
）。タ
イ
は
今
後
高
付
加
価
値
産
業
を
育
成
し
新

た
な
段
階
で
の
成
長
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
タ
イ
政
府
は
、施
策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
が
実
情
で
す
。

　
タ
イ
は
通
貨
危
機
な
ど
を
通
し
て
、多
く
の
銀

行
が
淘
汰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
を
教
訓
に

タ
イ
中
央
銀
行
主
導
に
よ
り
、厳
格
な
金
融
規
制

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
規
制
作
り
が
、こ

れ
ま
で
の
タ
イ
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
中
進
国
と

な
っ
た
今
、タ
イ
は
新
た
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
こ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、周
辺
国
と
の
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。本

レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
た
タ
イ
の
銀
行
の
取
組
等
が

受
け
入
れ
ら
れ
、そ
れ
ら
が
今
後
の
タ
イ
、そ
し
て

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

事
を
期
待
し
ま
す
。

（
カ
シ
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ン
銀
行
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ー
ニ
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【図2：高齢化率周辺国比較2014年】
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福
岡
銀
行
は
、２
０
１
１
年
３
月
に
タ
イ
王
国

（
以
下
タ
イ
）の
大
手
銀
行
で
あ
る
カ
シ
コ
ン
銀
行

と
の
間
で
タ
イ
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
や
各
種

情
報
提
供
等
の
業
務
提
携
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。ま
た
研
修
生
１
名
を
派
遣
す
る
な

ど
、そ
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
国
と
し
て
、さ
ら

な
る
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
を
基

点
と
し
た
周
辺
諸
国
へ
の
企
業
進
出
も
今
後
さ

ら
に
増
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
発
展
を
見
据
え
た
タ
イ
の
銀
行
、そ

し
て
タ
イ
の
課
題
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

① 

は
じ
ま
り

　
１
９
０
６
年
に
開
設
さ
れ
た『
バ
ン
ク・サ
ヤ
ー

ム・ガ
ッマ
ー
チ
ョ
ン（
現
在
の
サ
イ
ア
ム・コ
マ
ー
シ
ャ

ル
銀
行
）』が
タ
イ
資
本
の
商
業
銀
行
と
し
て
最
も

古
い
歴
史
を
持
ち
ま
す
。第
二
次
世
界
大
戦
が
始

ま
る
こ
ろ
ま
で
は
、外
国
銀
行
が
タ
イ
の
金
融
市

場
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
１
９
４
２
年
に

制
定
さ
れ
た
中
央
銀
行
法
に
基
づ
き
タ
イ
中
央

銀
行
が
設
立
さ
れ
、１
９
４
５
年
に
は
商
業
銀
行

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、銀
行
業
務
に
お
け
る
法

制
度
や
行
政
の
監
督
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、タ

イ
の
金
融
制
度
が
次
第
に
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。

② 

通
貨
危
機

　
１
９
９
７
年
に
バ
ー
ツ
が
変
動
相
場
制
に
移
行

し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
通
貨
危
機
に
よ
り
、そ

れ
ま
で
の
バ
ブ
ル
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
タ
イ
の

経
済
は
打
撃
を
受
け
、多
く
の
金
融
機
関
が
多
額

の
不
良
債
権
を
抱
え
経
営
の
危
機
に
瀕
し
ま
し

た
。タ
イ
中
央
銀
行
は
国
有
化
な
ど
の
措
置
に
よ

り
破
綻
し
た
中
小
規
模
の
銀
行
の
処
理
を
進
め
、

不
良
債
権
の
処
理
、自
己
資
本
の
強
化
、合
併
の

促
進
な
ど
の
策
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
そ

れ
ま
で
15
行
あ
っ
た
商
業
銀
行
の
う
ち
４
行
が
閉

鎖
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

③ 

現
在

　
現
在
で
は
カ
シ
コ
ン
銀
行
、バ
ン
コ
ク
銀
行
、サ

イ
ア
ム・コ
マ
ー
シ
ャ
ル
銀
行
、ク
ル
ン
タ
イ
銀
行
が

タ
イ
に
お
け
る
４
大
銀
行
と
言
わ
れ
て
お
り
、２
０

１
３
年
に
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
買
収
し
た
ア

ユ
タ
ヤ
銀
行
を
含
め
た
５
行
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す（
図
１
参
照
）。

　
タ
イ
人
の
銀
行
口
座
保
有
率
は
約
72
％
で
あ

り
、日
本
の
約
96
％
に
比
べ
る
と
低
い
で
す
が
、Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
へ
の
融
資
が
主
要
業

務
で
は
あ
り
ま
す
が
、日
本
と
同
じ
よ
う
に
個
人

へ
の
貸
出
、保
険
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。住

宅
購
入
資
金
な
ど
、中
間
層
の
増
加
な
ど
を
背

景
に
借
入
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

④ 

銀
行
手
続
き
に
つ
い
て

　„
微
笑
み
の
国
タ
イ
“と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、タ

イ
に
は
温
和
で
の
ん
び
り
と
し
た
印
象
を
持
つ
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、通
貨
危
機
を
教
訓
に

国
内
外
に
お
け
る
バ
ー
ツ
の
量
、国
境
を
超
え
る

資
金
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
タ
イ
中
央
銀
行
が
厳

正
な
チ
ェッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、手
続
き
に
は
多
く

の
書
類
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
外
国
企

業
の
口
座
開
設
時
に
は
、株
式
の
25
％
以
上
を
保

有
し
て
い
る
全
て
の
株
主
に
つ
い
て
、身
元
の
確
認

資
料
を
求
め
る
な
ど
厳
格
な
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

① 
国
境
を
越
え
た
商
談
機
会
の
提
供

　
カ
シ
コ
ン
銀
行
は
２
０
１
５
年
５
月
に„
Ａ
Ｅ
Ｃ

プ
ラ
ス 

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
“と
い
う

サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。こ
れ
は
バ
イ
ヤ
ー
と
セ

ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
売
り
た
い
物
、買
い
た
い
物
の
意

向
を
サ
イ
ト
上
に
登
録
し
、マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
事
が
出
来
る

の
は
、異
な
る
国
籍
の
企
業
間
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
同
年
８
月
に
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
、業

務
提
携
を
結
ん
で
い
る
現
地
銀
行
と
協
力
し
て
、

食
品・飲
料
を
対
象
と
し
た
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。タ
イ
の
セ
ラ
ー
約
30
社
を
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
イ

ヤ
ー
と
引
き
合
わ
せ
、１
０
０
件
以
上
の
商
談
機

会
を
設
け
ま
し
た
。

② 

海
外
進
出
支
援
体
制
の
強
化

　
バ
ン
コ
ク
銀
行
は
今
年
１
月
に
ラ
オ
ス
南
部
の

パ
ク
セ（
ラ
オ
ス
に
お
け
る
２
番
目
の
都
市
）に
支

店
を
開
設
し
ま
し
た
。ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
タ

イ
の
銀
行
で
唯
一
支
店
を
開
設
し
て
い
ま
す
。現

在
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
10
ヶ
国
の
う
ち
、ブ
ル
ネ
イ

を
除
く
９
ヶ
国
に
開
設
し
て
お
り
、海
外
支
店
数

は
32
店
舗
を
数
え
ま
す
。

　
ま
た
先
日
、同
じ
よ
う
に
海
外
支
店
を
多
く
有

す
る
カ
シ
コ
ン
銀
行
の
、バ
ン
ト
ゥ
ン・ラ
ム
サ
ム
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
日
経
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
、今
後
さ
ら
な
る
海
外
支
店
開
設
と
、各
国

ト
ッ
プ
金
融
機
関
と
の
提
携
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。ま
た
同
行
は
正
規
行
員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、ラ
オ
ス
人
を
雇
用
し
て
お
り
、周

辺
国
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、顧
客
へ
の
情
報
提

供
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

③ 
現
地
金
融
機
関
の
買
収

　
ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
は
今
年
１
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

金
融
機
関
ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
の
全
株
式
を
取
得

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
業
界
４
位
の
小
口
事
業
性
金
融
業
者

で
す
。同
行
は
本
件
を
足
掛
か
り
に
、カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
出
資

元
で
あ
る
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
資
金
力
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、今
後
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お

け
る
長
期
的
な
投
資
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
の
銀
行
が
周
辺
国
を
絡
め
た
企
業
サ
ポ
ー

ト
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、Ａ
Ｅ
Ｃ

に
お
け
る
”ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
“の
自
由
化
に
よ
る
市

場
拡
大
を
見
据
え
て
い
る
事
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、タ

イ
が
抱
え
る
課
題
が
背
景
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
少
子
高
齢
化
の
問
題
で
す
。タ
イ
は
周

辺
諸
国
に
比
べ
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す（
図
２
参

照
）。出
生
率
も
世
界
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、２

０
４
５
年
以
降
は
人
口
増
加
率
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

事
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（
図
３
参
照
）。日
本
と

同
じ
よ
う
に
晩
婚
化
、未
婚
化
が
要
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。今
後
国
内
市
場
の
規
模
縮
小
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て

周
辺
国
へ
進
出
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
タ
イ
は
産
業
構
造
の
転
換
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
タ
イ
は
安
価
な
労
働
力

を
武
器
に
外
資
を
呼
び
込
み
、輸
出
型
の
産
業
で

発
展
途
上
国
か
ら
中
進
国
へ
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
経
済
発
展
に
伴
い
、人
件
費
は
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
多
く
の
企
業
が
労
働
集
約
的

な
部
分
を
担
う
工
場
を
、人
件
費
が
安
く
イ
ン
フ
ラ

が
整
い
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
周
辺

国
へ
移
管
す
る
動
き
が
増
え
て
い
ま
す（
図
４
参

照
）。タ
イ
は
今
後
高
付
加
価
値
産
業
を
育
成
し
新

た
な
段
階
で
の
成
長
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
タ
イ
政
府
は
、施
策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
が
実
情
で
す
。

　
タ
イ
は
通
貨
危
機
な
ど
を
通
し
て
、多
く
の
銀

行
が
淘
汰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
を
教
訓
に

タ
イ
中
央
銀
行
主
導
に
よ
り
、厳
格
な
金
融
規
制

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
規
制
作
り
が
、こ

れ
ま
で
の
タ
イ
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
中
進
国
と

な
っ
た
今
、タ
イ
は
新
た
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
こ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、周
辺
国
と
の
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。本

レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
た
タ
イ
の
銀
行
の
取
組
等
が

受
け
入
れ
ら
れ
、そ
れ
ら
が
今
後
の
タ
イ
、そ
し
て

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

事
を
期
待
し
ま
す
。

（
カ
シ
コ
ン
銀
行
ト
レ
ー
ニ
ー
　
吉
武 

功
人
）

（バンコク駐在員事務所）

最
後
に

銀
行
の
新
た
な
動
き

タ
イ
の
課
題

（出所）ＪＥＴＲＯ

【図4：法定最低賃金の周辺国比較2015年（日額×20日にて計算）】
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０
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次
世
界
大
戦
が
始

ま
る
こ
ろ
ま
で
は
、外
国
銀
行
が
タ
イ
の
金
融
市

場
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
１
９
４
２
年
に

制
定
さ
れ
た
中
央
銀
行
法
に
基
づ
き
タ
イ
中
央

銀
行
が
設
立
さ
れ
、１
９
４
５
年
に
は
商
業
銀
行

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、銀
行
業
務
に
お
け
る
法

制
度
や
行
政
の
監
督
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、タ

イ
の
金
融
制
度
が
次
第
に
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。

② 

通
貨
危
機

　
１
９
９
７
年
に
バ
ー
ツ
が
変
動
相
場
制
に
移
行

し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
通
貨
危
機
に
よ
り
、そ

れ
ま
で
の
バ
ブ
ル
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
タ
イ
の

経
済
は
打
撃
を
受
け
、多
く
の
金
融
機
関
が
多
額

の
不
良
債
権
を
抱
え
経
営
の
危
機
に
瀕
し
ま
し

た
。タ
イ
中
央
銀
行
は
国
有
化
な
ど
の
措
置
に
よ

り
破
綻
し
た
中
小
規
模
の
銀
行
の
処
理
を
進
め
、

不
良
債
権
の
処
理
、自
己
資
本
の
強
化
、合
併
の

促
進
な
ど
の
策
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
そ

れ
ま
で
15
行
あ
っ
た
商
業
銀
行
の
う
ち
４
行
が
閉

鎖
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

③ 

現
在

　
現
在
で
は
カ
シ
コ
ン
銀
行
、バ
ン
コ
ク
銀
行
、サ

イ
ア
ム・コ
マ
ー
シ
ャ
ル
銀
行
、ク
ル
ン
タ
イ
銀
行
が

タ
イ
に
お
け
る
４
大
銀
行
と
言
わ
れ
て
お
り
、２
０

１
３
年
に
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
買
収
し
た
ア

ユ
タ
ヤ
銀
行
を
含
め
た
５
行
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す（
図
１
参
照
）。

　
タ
イ
人
の
銀
行
口
座
保
有
率
は
約
72
％
で
あ

り
、日
本
の
約
96
％
に
比
べ
る
と
低
い
で
す
が
、Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。企
業
へ
の
融
資
が
主
要
業

務
で
は
あ
り
ま
す
が
、日
本
と
同
じ
よ
う
に
個
人

へ
の
貸
出
、保
険
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。住

宅
購
入
資
金
な
ど
、中
間
層
の
増
加
な
ど
を
背

景
に
借
入
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

④ 

銀
行
手
続
き
に
つ
い
て

　„
微
笑
み
の
国
タ
イ
“と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、タ

イ
に
は
温
和
で
の
ん
び
り
と
し
た
印
象
を
持
つ
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、通
貨
危
機
を
教
訓
に

国
内
外
に
お
け
る
バ
ー
ツ
の
量
、国
境
を
超
え
る

資
金
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
タ
イ
中
央
銀
行
が
厳

正
な
チ
ェッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、手
続
き
に
は
多
く

の
書
類
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
外
国
企

業
の
口
座
開
設
時
に
は
、株
式
の
25
％
以
上
を
保

有
し
て
い
る
全
て
の
株
主
に
つ
い
て
、身
元
の
確
認

資
料
を
求
め
る
な
ど
厳
格
な
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

① 

国
境
を
越
え
た
商
談
機
会
の
提
供

　
カ
シ
コ
ン
銀
行
は
２
０
１
５
年
５
月
に„
Ａ
Ｅ
Ｃ

プ
ラ
ス 

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
“と
い
う

サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。こ
れ
は
バ
イ
ヤ
ー
と
セ

ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
売
り
た
い
物
、買
い
た
い
物
の
意

向
を
サ
イ
ト
上
に
登
録
し
、マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
事
が
出
来
る

の
は
、異
な
る
国
籍
の
企
業
間
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
同
年
８
月
に
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
、業

務
提
携
を
結
ん
で
い
る
現
地
銀
行
と
協
力
し
て
、

食
品・飲
料
を
対
象
と
し
た
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。タ
イ
の
セ
ラ
ー
約
30
社
を
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
イ

ヤ
ー
と
引
き
合
わ
せ
、１
０
０
件
以
上
の
商
談
機

会
を
設
け
ま
し
た
。

② 

海
外
進
出
支
援
体
制
の
強
化

　
バ
ン
コ
ク
銀
行
は
今
年
１
月
に
ラ
オ
ス
南
部
の

パ
ク
セ（
ラ
オ
ス
に
お
け
る
２
番
目
の
都
市
）に
支

店
を
開
設
し
ま
し
た
。ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
タ

イ
の
銀
行
で
唯
一
支
店
を
開
設
し
て
い
ま
す
。現

在
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
10
ヶ
国
の
う
ち
、ブ
ル
ネ
イ

を
除
く
９
ヶ
国
に
開
設
し
て
お
り
、海
外
支
店
数

は
32
店
舗
を
数
え
ま
す
。

　
ま
た
先
日
、同
じ
よ
う
に
海
外
支
店
を
多
く
有

す
る
カ
シ
コ
ン
銀
行
の
、バ
ン
ト
ゥ
ン・ラ
ム
サ
ム
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
日
経
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
、今
後
さ
ら
な
る
海
外
支
店
開
設
と
、各
国

ト
ッ
プ
金
融
機
関
と
の
提
携
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。ま
た
同
行
は
正
規
行
員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、ラ
オ
ス
人
を
雇
用
し
て
お
り
、周

辺
国
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、顧
客
へ
の
情
報
提

供
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

③ 

現
地
金
融
機
関
の
買
収

　
ア
ユ
タ
ヤ
銀
行
は
今
年
１
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

金
融
機
関
ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
の
全
株
式
を
取
得

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。ハッ
タ・カ
ク
セ
カ
ー
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
業
界
４
位
の
小
口
事
業
性
金
融
業
者

で
す
。同
行
は
本
件
を
足
掛
か
り
に
、カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
出
資

元
で
あ
る
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
資
金
力
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、今
後
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
お

け
る
長
期
的
な
投
資
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
の
銀
行
が
周
辺
国
を
絡
め
た
企
業
サ
ポ
ー

ト
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、Ａ
Ｅ
Ｃ

に
お
け
る
”ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
“の
自
由
化
に
よ
る
市

場
拡
大
を
見
据
え
て
い
る
事
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、タ

イ
が
抱
え
る
課
題
が
背
景
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
少
子
高
齢
化
の
問
題
で
す
。タ
イ
は
周

辺
諸
国
に
比
べ
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す（
図
２
参

照
）。出
生
率
も
世
界
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、２

０
４
５
年
以
降
は
人
口
増
加
率
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

事
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（
図
３
参
照
）。日
本
と

同
じ
よ
う
に
晩
婚
化
、未
婚
化
が
要
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。今
後
国
内
市
場
の
規
模
縮
小
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て

周
辺
国
へ
進
出
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
タ
イ
は
産
業
構
造
の
転
換
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
タ
イ
は
安
価
な
労
働
力

を
武
器
に
外
資
を
呼
び
込
み
、輸
出
型
の
産
業
で

発
展
途
上
国
か
ら
中
進
国
へ
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
経
済
発
展
に
伴
い
、人
件
費
は
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
多
く
の
企
業
が
労
働
集
約
的

な
部
分
を
担
う
工
場
を
、人
件
費
が
安
く
イ
ン
フ
ラ

が
整
い
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
周
辺

国
へ
移
管
す
る
動
き
が
増
え
て
い
ま
す（
図
４
参

照
）。タ
イ
は
今
後
高
付
加
価
値
産
業
を
育
成
し
新

た
な
段
階
で
の
成
長
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
タ
イ
政
府
は
、施
策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
が
実
情
で
す
。

　
タ
イ
は
通
貨
危
機
な
ど
を
通
し
て
、多
く
の
銀

行
が
淘
汰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
を
教
訓
に

タ
イ
中
央
銀
行
主
導
に
よ
り
、厳
格
な
金
融
規
制

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
規
制
作
り
が
、こ

れ
ま
で
の
タ
イ
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
中
進
国
と

な
っ
た
今
、タ
イ
は
新
た
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
こ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、周
辺
国
と
の
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。本

レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
た
タ
イ
の
銀
行
の
取
組
等
が

受
け
入
れ
ら
れ
、そ
れ
ら
が
今
後
の
タ
イ
、そ
し
て

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

事
を
期
待
し
ま
す
。

（
カ
シ
コ
ン
銀
行
ト
レ
ー
ニ
ー
　
吉
武 
功
人
）

（バンコク駐在員事務所）

最
後
に

銀
行
の
新
た
な
動
き

タ
イ
の
課
題

（出所）ＪＥＴＲＯ

【図4：法定最低賃金の周辺国比較2015年（日額×20日にて計算）】
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▲カシコン銀行海外支店では現地言語に対応した手続き案内板を設置 ▲越境取引に限定したカシコン銀行オンラインビジネスマッチングサイト
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